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N07c II Pegフレアの可視光測光・分光観測
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全天X線監視装置MAXIによるモニタリング観測により、距離が近く、フレアの発生頻度の高い恒星が分かっ
てきた。
今回、RS-CVn型連星の中でも、よりフレアの発生頻度が高く、過去X線で最大級のフレアを起こしたことの

ある天体、RS-CVn型連星 II Pegに注目して可視光によるモニタリング観測を試みた。モニタリング観測には中
央大学屋上に設置した 26cm望遠鏡でのVバンド測光観測と岡山県倉敷市 FKO(Fujii Kurosaki Observatory)の
28cm望遠鏡での分光観測を用いて行った。
　その結果、2012年 11月 12日に II Pegの可視光における測光と分光観測でフレアをとらえることに成功し

た。このフレアでは Vバンドで約 6分で相対等級 0.5 等の増光し、およそ 1時間かけて通常光度まで減光した、
e-foldig timeは 2000～2200秒であった。また、スペクトルを黒体放射モデルでフィッティングしたところ、温度
T＝ 13000 K、Lbol = 2.97× 1033 erg/s、全エネルギーE = 5.9 ∼ 6.5× 1036 ergであり、Uバンド帯域のエネル
ギーEU = 1.0× 1036ergであった。Mathioudakis et al 1992 の 57.4時間のモニタリング観測では 10発のフレア
が受かり、Uバンド帯域で 1033 ∼ 1035ergであるため、これと比較すると、II Pegにおいて巨大フレアを観測で
きたといえる。今回はVバンドでのインパルシブ的な現象と分光観測を含めたフレアの詳細を報告する。


